
ワンポイント　コラム
 ★ 家庭の事故をふせぎましょう★
ご家庭での事故やけがへの注意は万全でしょうか？　小さな子どもは、まだ何が危険かを予測することが

できず、好奇心旺盛で怖いもの知らずです。大人が、安全な環境を整えてあげましょう。

《小さいものはしっかり管理》
3歳の子どもの口の大きさは約4ｃｍ。これより小さな物は、子どもの手の

届かないところに保管しましょう。ボタン電池、ナッツ類、たばこ、薬など、

身近な物でも飲み込むと危険な物は沢山あります。

子どもがけがをしそうで「ヒヤッとした」ときこそ、次の事故を防ぐチャンスです。

「無事でよかった」とすませるのではなく、なぜヒヤッとしたのかを見直しましょう。

秋といえば「食欲の秋」。ぜひ親子でいっ

しょに食材に触れる機会を作りましょう。例え

ば、泥がついたじゃがいも。洗う前、表面は

ぼこぼこに感じます。しかし、皮をむくと、つ

るっとした手触りになり、白いでんぷんが出て

きます。鍋に入れて煮ると、よい香りがして、

ほっくりとした食感に大変身。このように、

たった1つの食材でも、子どもたちは実際に

体感することで、食への興味が深まり、食べ

物がよりおいしく感じられることでしょう。家庭

でも、いろいろな食材に触れ、五感で感じる

体験をしてみましょう。

秋の彼岸とは、秋分の日を挟んで、前後

3日間の計7日間のこと。山の神に農作

物の収穫を感謝して、おはぎを作り、食

べるようになったといわれています。また、

秋の彼岸に食べるおはぎと、春の彼岸に

食べるぼたもちは基本的に同じ物です

が、おはぎは萩の季節の秋、ぼたもちは

牡丹の季節の春と、呼び方が使い分けら

れているのです。

子どもにとって安心して過ごせる家の中が、じつは事故の危険の高い場所だということをご

存じでしょうか？ 0～6歳の子どもの事故の約40％は、家の中で起こっています。 

 家の中で起こる事故はさまざまですが、特に命にかかわるのが、窒息です。0歳児が圧倒的

に多いものの、1歳児、2歳児でもゼロではありません。家の中を安全・安心な場所にするため

に、もう一度チェックしてください。 




